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・ 分散染料によるポリエステルの低温染色（１００～１２０℃）が可能です。ポリエステル

との複合素材で染色温度が上げられない場合に有効です。  
ポリエステルとの複合素材の場合、ポリエステル側の白残しが容易になります。 

・ ポリエステル、ＣＤＰ繊維等∵わち繊維素材の前処理，染色及び仕上加工の用途に限って使用頂いております。 

製品用途：繊維用染料または染色加工用薬剤 

なお，ここに記載された技術情報や推奨処方は弊社の最新知識にもとずくものですが，限られた小試験のデータで

あり，あらゆる規模，用途，範囲での再現を保証するものではありません。従って，すべてのケースについて予備

テストをお奨め致します。記載された内容には弊社の自由にコントロールできない関連特許も含有している場合が

ありますのでご注意化 U  


